
宇
都
宮
市
と
栃
木
県
芳
賀
町

が
、
住
民
合
意
の
な
い
ま
ま
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ

（
次
世
代
型
路
面
電
車
）
導
入

計
画
に
反
対
す
る
市
民
団
体

「
宇
都
宮
市
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
問
題
連

絡
会
」
は
28
日
、
国
土
交
通
省

に
、
同
市
の
工
事
施
行
認
可
申

請
書
を
慎
重
に
審
査
し
た
上
で

許
可
し
な
い
よ
う
陳
情
し
ま
し

た
。連

絡
会
か
ら
は
須
藤
博
共
同

代
表
、
渡
辺
一
憲
氏

ら
４
名
が
出
席
。
日

本
共
産
党
の
塩
川
鉄

也
衆
院
議
員
、
野
村

せ
つ
子
県
議
、
荒
川

恒
男
宇
都
宮
市
議
、

天
谷
美
恵
子
党
市
委

員
会
副
委
員
長
、
松

井
正
一
民
進
党
県
議
、

社
民
党
栃
木
県
連
合
の
中
田
通

夫
幹
事
長
、
緑
の
党
の
出
井
昌

子
地
域
代
表
協
議
会
委
員
（
栃

木
）
ら
が
同
席
し
ま

し
た
。

同
会
は
、
不
許
可

を
求
め
る
理
由
と
し

て
、
①
計
画
に
市
民

合
意
が
得
ら
れ
て
い

な
い
②
小
学
校
に
振

動
、
騒
音
な
ど
の
環

境
悪
化
が
も
た
ら
さ

れ
、
近
く
に
遮
断
機

の
な
い
踏
切
が
で
き
、

児
童
の
安
全
が
脅
か

さ
れ
る
③
県
道
に
軌

道
と
停
留
所
が
設
置

さ
れ
、
渋
滞
が
お
こ
る
④
市
民

の
日
常
の
足
と
な
る
こ
と
は
期

待
で
き
な
い
⑤
需
要
予
測
の
信

憑
性
が
低
く
、
税
金
の
無
駄
遣

い
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
―
こ

と
な
ど
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

国
交
省
の
担
当
者
は
、
申
請

の
審
査
は
整
備
計
画
が
法
に
適

合
し
て
い
る
か
な
ど
技
術
的
な

内
容
に
限
ら
れ
る
と
し
、
「
市

と
町
は
住
民
に
丁
寧
に
説
明
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
る

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
会
員
は
「
需
要
予

測
の
根
拠
が
な
い
。
実
態
を
踏

み
込
ん
で
調
べ
て
ほ
し
い
」
な

ど
と
発
言
。
塩
川
氏
は
「
需
要

予
測
の
妥
当
性
を
国
交
省
と
し

て
ど
う
判
断
す
る
か
示
す
べ
き

だ
」
と
た
だ
し
ま
し
た
。

荒
川
議
員
は
、
「
宇
都
宮
の

Ｌ
Ｒ
Ｔ
建
設
は
『
市
民
合
意
な

し
』
『
減
価
償
却
費
未
計
上
』

『
下
平
出
地
域
路
線
部
分
の
専

用
軌
道
を
併
用
軌
道
と
の
す
り

替
え
』
な
ど
強
引
で
無
理
筋
が

多
す
ぎ
る
。
こ
ん
な
手
法
は
、

全
国
初
の
全
軌
道
敷
設
Ｌ
Ｒ
Ｔ

の
モ
デ
ル
に
な
り
得
な
い
と
指

摘
。
国
交
省
は
事
務
的
な
認
可

申
請
審
査
に
と
ど
め
ず
、
原
点

か
ら
の
慎
重
な
審
査
を
行
う
べ

き
」
と
強
く
求
め
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
梅
村
さ
え
子

前
衆
院
議
員
、
無
所
属
の
会
の

福
田
昭
夫
衆
院
議
員
も
同
席
し

ま
し
た
。
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市議員団ホームページ 「日本共産党宇都宮市議員団」で検索

ＬＲＴ問題連絡会 国交省に陳情

国交省に陳情書を渡す須藤共同代表

陳情する連絡会と各党のみなさん。右から４人目より塩川・福田衆院議員

実
態
に
踏
み
込
ん
だ

徹
底
検
証
を

こ
の
問
題
、

明
確
に

答
え
て
！

強
引
で
無
理
筋
多
す
ぎ
る

国
交
省
は

ま
と
も
な
審
査
を

宇
都
宮
市
街
地
開
発
組
合
は
、

昭
和
35
年
に
首
都
圏
整
備
法
に

よ
る
都
市
開
発
区
域
の
指
定
を

受
け
、
首
都
圏
内
の
衛
星
都
市

と
し
て
の
工
業
生
産
力
を
増
強

す
る
た
め
、
工
業
団
地
及
び
こ

12
月
議
会

「
宇
都
宮
市
街
地
開
発

組
合
の
解
散
」
の

議
案
が
上
提

れ
に
付
随
す
る
住
宅
用
地
の
取

得
・
造
成
、
管
理
及
び
処
分
に

関
す
る
事
務
を
行
う
も
の
と
し

て
県
・
宇
都
宮
市
で
一
部
事
務

組
合
と
し
て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

同
組
合
は
、
こ
れ
ま
で
に
国

際
競
争
力
や
技
術
力
の
高
い
世

界
に
冠
た
る
企
業
が
立
地
す
る

内
陸
型
国
内

大
級
の
宇
都
宮

工
業
団
地
や
清
原
工
業
団
地
を

造
成
す
る
な
ど
、
工
業
都
市
と

し
て
の
発
展
に
大
き
な
貢
献
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。

本
年
１
月
に
、
清
原
工
業
団

地
の

後
の
分
譲
地
の
処
分
が

完
了
し
、
組
合
と
し
て
の
所
期

の
目
的
を
達
し
た
状
況
に
あ
る

と
し
て
、
平
成
30
年
３
月
31
日

を
も
っ
て
解
散
す
る
こ
と
を
協

議
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

同
時
に
、
同
組
合
の
解
散
に

伴
う
約
１
１
９
億
2
千
万
円
の

財
政
調
整
基
金
の
処
分
を
県
と

協
議
し
よ
う
と
す
る
議
案
で
す
。

同
組
合
の
解
散
・
財
産
処
分

は
Ｌ
Ｒ
Ｔ
建
設
計
画
と
密
接
不

可
分
な
背
景
の
中
で
提
案
さ
れ

て
い
ま
す
。
財
政
調
整
基
金
は

市
民
の
財
産
で
あ
り
、
全
て
を

Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
投
入
す
る
こ
と
は
決

し
て
市
民
は
許
さ
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？



２
０
１
７
年
度
の
陽
南
地
区

防
災
訓
練
が
12
月
3
日
（
日
）

陽
南
第
二
公
園
を
会
場
に
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

「
消
防
機
関
と
地
域
住
民
が

一
体
と
な
っ
て
実
践
的
訓
練
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
自
主
防
災

能
力
の
向
上
と
住
民
の
さ
ら
な

る
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

『
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
』

を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
市
内
各
地
区
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

陽
南
地
域
自
主
防
災
会
の
主

催
の
も
と
陽
南
地
域
ま
ち
づ
く

り
推
進
協
議
会
に
参
加
す
る
各

自
治
会
や
団
体
な
ど
２
９
０
名

余
が
出
席
、
南
消
防
署
陽
南
分

署
・
市
消
防
団
第
９
分
団
が
援

助
・
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

訓
練
内
容
で
は
、
①
水
消
火

器
訓
練
・
煙
体
験
コ
ー
ナ
ー
②

応
急
救
護
訓
練
③
土
の
う
積
み

訓
練
④
資
機
材
取
扱
訓
練
に
分

か
れ
体
験
し
ま
し
た
。

第
９
分
団
に
よ
る
放
水
訓
練

実
演
が
行
わ
れ
た
後
、
荒
川
つ

ね
お
議
員
な
ど
地
域
の
５
名
の

人
た
ち
が
管
そ
う
を
握
り
放
水

訓
練
を
体
験
し
ま
し
た
。

訓
練
は
、

後
に
地
区
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
の
炊
き
出
し
に
よ

る
ト
ン
汁
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
は
、
防
災
備
蓄
食
料
で

あ
る
ア
ル
フ
ァ
米
も
出
さ
れ
て

非
常
食
を
体
験
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
は
予
算
の
都
合
で
取

り
や
め
と
な
り
ま
し
た
。

荒
川
議
員
は
、
今
年
９
月
の

市
議
会
一
般
会
計
決
算
審
査
の

中
で
、
各
地
区
防
災
訓
練
に
対

す
る
予
算
の
増
額
や
訓
練
メ
ニ
ュ
ー

の
充
実
を
求
め
て
い
ま
す
。

日本共産党宇都宮市議員団
定例 無料

雇用問題・多重債務・生活保護・年金・国保・住宅

道路・交通安全・その他なんでも・・・

◇日 時 2月10日（土）

3月10日（土）

◇会 場 宇都宮市総合コミュニティセンター

◇連絡先 日 中 TEL632-2622（党市議員団控室）

土・日・夜間 TEL634-8722（党市委員会）
相談ご希望の方はできる限り事前にご連絡をお願いします。

秘密厳守します。弁護士が協力します。

※1月の相談会はお休みします。
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午後２～４時

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
!!

陽
南
地
区
で
防
災
訓
練

地
区
防
災
訓
練
の

予
算
の
増
額
を

11
月
14
日
、
全
日
本
年
金
者

組
合
栃
木
県
本
部
（
桧
山
正
県

本
部
執
行
委
員
長
）
で
は
、
恒

例
と
な
っ
た
市
と
の
要
請
懇
談

会
を
行
い
ま
し
た
。
日
本
共
産

党
か
ら
福
田
く
み
子
市
議
と
天

谷
美
恵
子
党
市
委
員
会
副
委
員

長
が
同
席
し
ま
し
た
。

年
金
者
組
合
で
は
、
２
０
１

０
年
度
以
来
、
毎
年
、
県
内
25

市
町
に
対
し
年
金
・
医
療
・
介

護
・
生
活
保
護
な
ど
高
齢
者
に

か
か
わ
る
問
題
に
つ
い
て
要
請

書
を
提
出
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
っ
た
う
え
で
、
要
請
懇

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
懇
談
で
は
、
と
り
わ

け
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
か
ら
切

り
離
さ
れ
総
合
事
業
や
、
来
年

度
か
ら
広
域
化
さ
れ
る
国
民
健

康
保
険
に
つ
い
て
の
質
問
や
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

桧
山
正
県
本
部
執
行
委
員
長

は
、
「
市
の
総
合
事
業
と
な
っ

た
要
支
援
の
通
所
サ
ー
ビ
ス
や

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
量

が
確
保
さ
れ
て
る
の
か
。
ま
た
、

特
養
ホ
ー
ム
の
入
所
基
準
が
要

介
護
３
以
上
と
さ
れ
た
こ
と
に

対
し
一
律
切
り
捨
て
る
こ
と
の

無
い
よ
う
」
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
天
谷
美
恵
子
党
市
委

員
会
副
委
員
長
は
、
「
こ
れ
か

ら
策
定
さ
れ
る
第
７
次
介
護
保

険
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
実
態

に
見
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
量
を
設

定
す
る
よ
う
」
要
望
。

福
田
く
み
子
市
議
は
「
国
保

広
域
化
に
あ
た
っ
て
、
国
保
一

部
負
担
金
減
免
制
度
を
も
っ
と

積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
」
な

ど
を
求
め
ま
し
た
。

懇
談
会
に
は
県
内
の
組
合
員

や
役
員
の
み
な
さ
ん
な
ど
９
人

が
、
市
か
ら
は
介
護
・
国
保
・

年
金
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者

が
対
応
し
て
い
た
だ
き
有
意
義

な
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

医療・介護・年金などめぐり
市に要請・懇談会全日本年金者組合栃木県本部

消火器の特徴・使い方の説明を受け、訓練はじめ。

市の担当者と意見交換をする年金者組合の皆さん

「
第
７
次
介
護
保
険
計
画
」
は

実
態
に
見
合
っ
た

充
分
な
サ
ー
ビ
ス
を


